


























































































































































なるのだと Stevan Harnad は主張していたし，
今も主張し続けている。そうなれば，高い購読
料でジャーナルを購入する必要もなくなるのだ
と―。今や，我々は，インターネットから解放
されることはないともいえる時代に生きている。
学術情報を得るために，インターネットでKey
Word を入力し，検索をかける。出てきた論文，
情報はアクセス制限されていない限り，いつ，
どこにいても自由に閲覧することが可能なので
ある。さて，ARLにより開始された SPARC運
動は，２００４年にオープンアクセス全面支持に舵
を取り，現在の学術情報流通システムを変革し
ようとした。一昨年７月に発表された「NIH
から助成を受けた研究成果は６ヶ月以内に
BioMed Central へリポジトリしなさい」という
方針は，「１２ヶ月以内にリポジトリしたい人は
してください」ということになり，当初の意気
込みから比べれば，今では何をしたかったのか
さえわからない結果となった。米国 SPARCの
真の目標は，オープンアクセスによる「ジャー
ナル価格高騰の破壊」だったのか？しかし，そ
れは可能なことなのだろうか？納税者への説明
責任は，「情報が誰にでも手に入れられる状況」
を作り出すことで良いのだろうか？我々が確認
すべきは，より良い学術情報流通とは主体であ
る研究者にとってより良いあり方でなければな
らないということである。なぜならオープンア
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